
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　載置台上に被測定者が乗ることで体重を測定する重量測定装置と、前記載置台上に設け
た足裏用電極と、靴あるいは靴下の無い足部に接触する足用電極を備えたクリップタイプ
のアタッチメントと、前記足裏用電極あるいは前記足用電極を通じて、被測定者の生体イ
ンピーダンスを測定するインピーダンス測定装置と、前記体重と前記生体インピーダンス
を演算処理して被測定者の体内脂肪重量を算出する演算処理装置とを備えることを特徴と
する体内脂肪重量計。
【請求項２】
　前記足裏用電極と前記足用電極を切り換える切換手段を更に備える請求項１に記載の体
内脂肪重量計。
【請求項３】
　前記切換手段は、設定釦からなる請求項２に記載の体内脂肪重量計。
【請求項４】
　前記載置台は勘合部を備え、前記切換手段は、前記勘合部に前記アタッチメントのコー
ドが装着されると自動的に足用電極でのインピーダンス測定へ切り換える請求項２に記載
の体内脂肪重量計。
【請求項５】
　前記切換手段は、前記足裏用電極が導通されたか、前記足用電極が導通されたかを電気
的に判断し、電極を切り換える請求項２に記載の体内脂肪重量計。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
生体インピーダンスと体重を同時に測定し、別に入力された身長、性別、年齢等の身体的
データを基に体内脂肪量を算出表示する体内脂肪量計付体重計に関し、詳しくは生体イン
ピーダンス測定部の改良に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
被検体の末端から微少な定電流を印可し、電極間の電圧低下分を測定することで得られる
生体末端間インピーダンスを使用して、人体の組成が推定できること（ The Ameri-can Jo
urnal of Clinical Nutrition, 41(4) 810-817 1985 "Assessment of fat-free mass usi
ng bioelectrical impedance measurement of the human body"）  を利用した体内脂肪量
計が提案され、（ＵＳＰ．４，００８，７２１、特公平５－４９０５０、特開平７－５１
２４２等々）これらの提案の実施品が商品化されている。
【０００３】
なかでも、特公平５－４９０５０に係わる商品は、被測定者が体重計に載ったとき、両足
の裏が接触する位置に生体インピーダンスを測定するための平らな金属製の電極を体重計
の載置台表面に設け、載置台の指定された位置に裸足で載るだけで、体内脂肪量を推定す
る為の因子の内、測定毎に変化のある生体末端間インピーダンスと体重とを同時に測定し
、計算式に取り込む事ができる、最も簡便に体内脂肪量が推定できる装置、脂肪計付体重
計として商品化されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
前記、脂肪計付体重計は、裸足で測定器に載ることが前提として設計されており、システ
ムの構成上、抵抗が大きい靴，靴下を着用したままでは、電極と生体（足の裏）との間の
抵抗での電圧降下が大きく、生体に所定の電流を流入する電圧を得ることができなくなり
、正確な測定が不可能な構成となっている。
【０００５】
本発明が解決しようとする課題は、生体と、生体インピーダンスを測定するための電極と
の接触抵抗に大きな影響を与え、測定を不安定にする、抵抗の大きな靴，靴下を着用した
状態でも、簡単に、正確に体内脂肪量を推定することができる体内脂肪計付体重計を提供
する事である。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明の一つの観点によれば、載置台上に被測定者が乗ることで体重を測定する重量測
定装置と、前記載置台上に設けた足裏用電極と、靴あるいは靴下の無い足部に接触する足
用電極を備えたクリップタイプのアタッチメントと、前記足裏用電極あるいは前記足用電
極を通じて、被測定者の生体インピーダンスを測定するインピーダンス測定装置と、前記
体重と前記生体インピーダンスを演算処理して被測定者の体内脂肪重量を算出する演算処
理装置とを備えることを特徴とする体内脂肪重量計が提供される。
　本発明の一つの実施の形態によれば、前記足裏用電極と前記足用電極を切り換える切換
手段を更に備える。
　本発明の別の実施の形態によれば、前記切換手段は、設定釦からなる。
　本発明のさらに別の実施の形態によれば、前記載置台は勘合部を備え、前記切換手段は
、前記勘合部に前記アタッチメントのコードが装着されると自動的に足用電極でのインピ
ーダンス測定へ切り換える。
　本発明のさらに別の実施の形態によれば、前記切換手段は、前記足裏用電極が導通され
たか、前記足用電極が導通されたかを電気的に判断し、電極を切り換える。
【０００８】
【作用】
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被測定者が重量測定装置に乗る前に、体内脂肪重量計とはコードで非固定的に接続されて
いる足用アタッチメントを、靴，靴下の無い足部に装着する。すると、第２の電極が足部
の皮膚に直接接触する。そこで、重量測定装置に乗ると、体重が測定されると同時に、イ
ンピーダンスが測定される。足用アタッチメントの装着は重量測定装置に乗った後でもよ
い。
【０００９】
【実施の形態】
重量測定装置の載置台には、左右の足の踵用と足先用の４個の電極が、それぞれ電気的に
絶縁されて配設されている。足用アタッチメントは、載置台とは伸縮自在のコードで非固
定的に接続されている。足用アタッチメントの第２の電極と体内脂肪重量計とは電気的に
接続されている。足用アタッチメントを載置台へ装着すると、載置台の足裏用電極と足用
アタッチメントの第２の電極とは回路上は自動的に又は手動的に切り換えられる。
【００１０】
【実施例】
本発明の実施例を図面に基づいて説明する。図１は本発明の実施例の足用アタッチメント
の図である。体内脂肪重量計（１）を説明する。重量測定装置（２）の載置台（３）には
、左右の足の踵用と足先用の４個の足裏用電極（４）が、それぞれ電気的に絶縁されて配
設されている。更に表示装置（５）及び被測定者のパラメータを入力・設定する設定釦（
７）が配設されている。この表示部，設定釦は体内脂肪重量計本体とは別（セパレート，
コードレス）に設けてもよい。
【００１１】
被測定者が裸足になって載置台（３）の足裏用電極（４）の上に乗ると、重量測定装置（
２）で体重が測定されると同時に、インピーダンス測定装置（図示せず）で電極を通じて
被測定者の生体インピーダンスが測定され、演算処理装置（図示せず）で処理されて表示
部（５）へ表示される。この体内脂肪重量計では、インピーダンスを測定するための電極
を被測定者の足の裏に接触させるようにしているので、靴や靴下を履いたままでは生体と
電極との間に非導電物質である靴，靴下が介在するのでインピーダンスの測定ができず、
被測定者は靴，靴下を脱いで裸足になる必要がある。
【００１２】
この問題を解決するために、本発明の発明者は靴，靴下を脱がずに、体重を測定すると同
時にインピーダンスも測定できるアタッチメントを発明した。図１に示す本発明の実施例
１の足用アタッチメント（１１）は、クリップタイプのアタッチメントで、載置台とは伸
縮自在のコード（１７）で非固定的に結ばれている。足用アタッチメント（１１）の内面
には第２の電極である足用電極（１５）が配設されている。
【００１３】
載置台の勘合部（１６）へアタッチメントのコード（１７）が装着されると、自動的に又
は切換装置である設定釦（７）で切り換えて、足用電極でのインピーダンス測定へ切り替
わる。更に、足裏用電極が導通（生体が接触）されたか、足用電極が導通（生体が接触）
されたかを電気的に判断して、適用電極を切り換えることもできる。
【００１４】
被測定者の身長，年齢，性別などを設定釦で入力・設定し、被測定者が載置台に乗って靴
下のない足上部にアタッチメントを装着して測定する。アタッチメントを装着したあと載
置台へ乗ってもよい。
【００１５】
体内脂肪重量計の重量測定装置が被測定者の体重を測定し、インピーダンス測定装置が足
用電極を通じてインピーダンスを測定し、演算処理装置で演算処理されて、被測定者の体
内脂肪重量が算出され、表示装置（５）へ表示される。必要に応じて体重，体内脂肪率な
どが表示される。
【００１６】
【効果】
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　請求項１に記載の発明によれば、載置台上に被測定者が乗ることで体重を測定する重量
測定装置と、前記載置台上に設けた足裏用電極と、靴あるいは靴下の無い足部に接触する
足用電極を備えたクリップタイプのアタッチメントと、前記足裏用電極あるいは前記足用
電極を通じて、被測定者の生体インピーダンスを測定するインピーダンス測定装置と、前
記体重と前記生体インピーダンスを演算処理して被測定者の体内脂肪重量を算出する演算
処理装置とを備えるので、足用電極が被測定者の皮膚に直接接触し、非導電部材である靴
、靴下などを履いたままで被測定者のインピーダンスが測定でき、体内脂肪量が算出でき
る。家庭では靴下を脱ぐことは問題ではないが、展示会など公衆の前で靴下を脱ぐことに
ためらいを感じていた利用者が、何のためらいもなく簡単に体重と体内脂肪量を測定でき
るという大変優れた効果がある。
　請求項２に記載の発明によれば、前記足裏用電極と前記足用電極を切り換える切換手段
を更に備えるので、前記足裏用電極と前記足用電極を切り換えることが可能となる。
　請求項３に記載の発明によれば、前記切換手段は、設定釦からなるので、設定釦を押す
ことにより簡単に電極を切り換えることができる。
　請求項４に記載の発明によれば、前記載置台は勘合部を備え、前記切換手段は、前記勘
合部に前記アタッチメントのコードが装着されると自動的に足用電極でのインピーダンス
測定へ切り換えるので、簡単に電極を切り換えることができる。
　請求項５に記載の発明によれば、前記切換手段は、前記足裏用電極が導通されたか、前
記足用電極が導通されたかを電気的に判断し、電極を切り換えるので、何もせずに自動的
に電極を切り換えることができる。
　請求項６に記載の発明によれば、載置台上に被測定者が乗ることで体重を測定する重量
測定装置と、靴あるいは靴下の無い足部に接触する足用電極を備えたクリップタイプのア
タッチメントと、前記足用電極を通じて、被測定者の生体インピーダンスを測定するイン
ピーダンス測定装置と、前記体重と前記生体インピーダンスを演算処理して被測定者の体
内脂肪重量を算出する演算処理装置とを備えるので、足用電極が被測定者の皮膚に直接接
触し、非導電部材である靴、靴下などを履いたままで被測定者のインピーダンスが測定で
き、体内脂肪量が算出できる。家庭では靴下を脱ぐことは問題ではないが、展示会など公
衆の前で靴下を脱ぐことにためらいを感じていた利用者が、何のためらいもなく簡単に体
重と体内脂肪量を測定できるという大変優れた効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例のアタッチメントの図
【符号の説明】
１　体内脂肪重量計
２　重量測定装置
３　載置台
４　足裏用電極
５　表示装置
７　設定釦
１１　足用アタッチメント
１４　孔
１５　足用電極
１６　勘合部
１７　コード
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【 図 １ 】
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